
旭ヶ丘キリストの教会
復 活 節 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ３ 年 ４ 月 ９ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 讃 美 歌 1 5 1「 よ ろ ず の 民 喜 べ や 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 合 奏 「 ア メ イ ジ ン グ ・ グ レ イ ス 」 一 同

教会 学 校 紙 芝 居 「 か ら っ ぽ の お 墓 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 1 4 8 「 救 い の 主 は 」 一 同

聖書 朗 読 使徒行伝3:1-10

奨 励 イースター・メッセージ 牧 師

主 題 「イエスの名によって」

讃 美 讃 美 歌 496「 う る わ し の 白 百 合 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 讃 美 歌 5 4 6 「 聖 な る か な 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 使 徒 行 伝 ３ ： １ ７ － ２ ６
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週 の歩 み 》
４ /９ (日 )復活 礼 拝

/10(月 )
/11(火 )
/12(水 )10-12:OBSｸﾗｽ
/ 13(木 )10:00祈 り 会
/14(金 )
/15(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① 主イ エ スの 御 復活 に 感謝 し て
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち が救 わ れ ます よ うに 《 エ ル サ レ ム神殿域 》

良 書 ハイ ラ イ ト 「 ピ ラ ト の 報告書 」
( 「 ピ ラ ト の 報 告書 」 小 牧者出版 、 19 96） よ り

イエ スへの死刑宣告
イ エ スは大祭司の前に引き出 され 、 死刑の罪に定め られま した 。 大祭司 カヤパ が

私に仲裁を頼んで来たのは 、 ち ょ う どその時で した 。 …私は近衛兵た ちの護衛 を受

けながら 、裁判を下す場所まで出て行き 、厳かな口調で 、 彼 ら の要求が何 であるか

を尋ねました 。 「 そ のナザレ人の死であ り ます 」 と 、 彼 らは答えま した 。 「 何の罪のため

か？ 」 「 彼は僭越なこ とばを語 りま した 。神 を冒涜 して神殿の荒廃 を預言しま した し 、

自分自身が神の子だとしながら 、ユダヤ人の王 、 メシヤだと主 張しました 」

「 ロ ー マ の法律は… 」 と 、 私は言い出 し ま した 。 「 そ の よ う な 罪 で は 死 刑 に は 処 し

な い 。 」 冷 酷な暴徒た ち は叫び ま し た 、 「 彼 を十字架 につけ ろ！彼を十字架に つけ

ろ！ 」憤 った暴徒たち の叫び声は 、官邸の礎まで揺さぶ り ま し た 。 し か し群衆 の中で
ただ一人だけが 、落ち着いて静かに立っていました 。ナザレ人イエスであ りま した 。
不法な裁判
それで私は彼らに、刑事裁判で有罪判決を下すためには、一日を完全に断食しなけ

れば判決が言い渡せない、とある彼ら自身の法律を取り上げました。こう して 、 つじつま
の合わない彼らの主張の矛盾を指摘しようとしたのです。
それだけではなく 、有罪宣告はサンヘドリンの同意を得て、議長の署名を受けなけれ

ばならないこと 、またいかなる犯罪者であっても 、刑の確定宣告を受けた当日にはその
刑を執行することができないことを、彼らに思い起こさせてやりま した。

翌日執行する際にも 、執行の前にサンヘドリンですべての経過を検討しなければなら

ないこと 、また彼らの律法により 、一人が旗を持って法廷の門に立っている間に、他の人

が馬に乗って少し離れたところで犯罪者の名前と罪名と証人の名前を声高 く叫び 、誰

か彼を弁護してくれる人がいないかどうかを調べなければならないことについてもです。

さらに、刑の執行中には犯人が三回後ろを振り向き、新しい事実を持って自分に有利

な弁護をする権利がある等のことを 、彼らに思い起こさせてやりました 。私はこのような
口実を悟らせることにより、彼らが恐れる心をもって私の話に服従することを期待したのです。
しかし依然として彼らは 、 「彼を十字架につけろ！彼を十字架につけろ！」と 、 叫びま

した。私は彼らの気持ちを満たしてやろうと思って、イ エ ス を 鞭 打 つ よ う に 命 じ ま し た 。
しかし、それは群衆の怒りを増加させるばかりでした。私はたらいを持ってこさせ 、騒がし
い群衆の前で手を洗うことによって、ナザレの イエスを死に渡すことに対して私には何ら
責任がないということを見せました。 しか し 、それも全く効果のないものでした。この鉄面
皮のような群衆が求めているのは、他でもなくイエスの命だったのです。


